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2025 年（令和 7 年）12 月号 

 

人とのつながり 

校長 瀧谷 典子 

 

12月の朝、空気はきりりと澄み、胸いっぱいに吸い込むと冷たさがすっと通り抜けていきます。校庭の木々

は、葉を落とし、細い枝先が空に向かって伸び、どこか寒そうに揺れています。けれど、葉が落ちた分だけ

広がった視界から見える空は、秋よりもずっと大きく感じられます。大きな空にいくつかの白い雲がゆっく

りと流れていきます。静かな一日の始まりです。 

さて、今年、国連や OECD などの国際機関から、「人とのつながり」や「相手を尊重する心」をもう一度大

切にしようという報告が相次ぎました。国連の報告では、AIなど技術がどれほど発展しても、人と人との関

係や、相手を思いやって行動する力こそが、これからの社会を支える大切な土台になると示されています。 

また、OECDの調査では、世界的に子どもや若い世代の中で “人に頼りづらい”“人とのつながりを感じに

くい” と答える人が増えており、社会全体が人間関係の在り方を見つめ直す必要性が語られています。 

 

学校でも、そのことを考えさせられる出来事がありました。登校中、危ない場面を見た大人の方が、子ど

もに声をかけてくださった際、素直に受け取れず、相手をばかにするような態度が出てしまった子がいまし

た。「自分のことを思って言ってくれた」という温かい気持ちが届いていない場面に、胸が痛む思いがしまし

た。 

私たち大人も、感謝や敬意を言葉にする機会が少しずつ減っているのかもしれません。大人が日々の中で、

子どもたちにどんな背中を見せているのか──改めて考える必要を感じています。 

一方で、人とつながろうとする子どもたちの姿も、日々の学校生活の中にたくさんあります。休み時間に

なると、校庭では鬼ごっこや長縄跳びに夢中になり、走り回る子どもたちの笑い声や笑顔がたくさん見られ

ます。教室や図書室では、折り紙やおしゃべりなど、室内遊びを楽しみながら友達と穏やかに関わる姿も見

られます。授業では、友達の考えに耳を傾け、「なるほど」「たしかに」とつぶやきながら、自分の考えを深

めていく姿。友達との関係に悩み、「どう言えば傷つけずに伝えられるかな」と真剣に言葉を選ぶ姿。音楽の

時間には、クラス全員で声を合わせて歌い、その表情から仲間と声を響かせ合う喜びがあふれていました。

こうした姿には、人と関わることの楽しさや豊かさを感じたり、自分らしく関わろうとしたりしている子ど

もたちの成長が表れています。 

世界が「つながりの大切さ」を改めて見つめ直した今年。学校だけでなく、家庭や地域の皆さまとも、こ

の思いを共通のものとして大切にしていきたいと感じています。大人が同じ方向を見て、子どもたちに関わ

ることで、子どもたちは“人に支えられる喜び”や“誰かに優しくすることの意味”を、日々の中で少しず

つ実感していきます。これからも、子どもたちが人とのつながりの温かさに触れながら、未来を生きていく

ための土台を、皆様さまと丁寧に積み重ねていきたいと思います。  

２学期も残りわずかとなりました。お子さまの成長をあたたかく支えてくださる保護者の皆さま、地域の

皆様に、心より感謝申し上げます。 

八松小だより 
学校教育目標 

「心豊かな人間性を養い、自ら学び 

自ら行動する子どもを育てる」 

合言葉「私ってすごい！みんなすごい 

やったぞ！できたぞ！の声がいっぱい！」 
 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配付した八松小だよりの通りです。 
 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

みんなでなかよくたすけあいましょう 

生活目標 
外で運動しよう 

寒くても外で元気に遊ぼう 

朝ごはんの大切さを知ろう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

人権移動教室（SNS・インターネットの使い方講

座）のお知らせ ＊  

 12月 22日（月）、外部講師をお招きし、SNSな

どインターネットでの発信のしかた、トラブルか

ら自分や相手を守る方法。また、トラブルになり

そうなやり取りを見たときにどのように行動すれ

ばよいかなどについて考える 「人権移動教室」

を開催します。 

SNSとは何か、どんな使い方に気をつけるべき

なのか——。携帯電話やスマートフォンを持つ前

に、ぜひ知っておいてほしい大切な内容です。 

今回は５・６年生を対象 に実施します。子ど

も向けの講座ですが、全学年の保護者の皆様も参

観できます。時間は次のとおりです。 

５年生児童向け：４時間目（11:35〜12:20） 

６年生児童向け：５時間目（13:35〜14:20） 

５，６年生の内容は同じです。会場は体育館で

す。ご来校の際は スリッパと「見ているよバッ

ジ」をご持参ください。 

お子さんがこれから安心してデジタル機器を使

いこなしていくために、知っておくべき内容を、

専門の講師の方と一緒に学びます。ご都合がつき

ましたら、ぜひ、ご参観ください。 

（※協力：大手通信会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

（※協力：大手通信会社） 

   12 月の行事予定 

 

１月より、欠席連絡の方法が

変更になります。 

これまでは、Googleフォーム

に入力していただいておりまし

たが、１月８日（木）からは連

絡メール「すぐーる」の欠席連

絡欄から入力し、送信していた

だく方法に変更いたします。 

新しい入力方法の詳細につき

ましては、別途、文書にてご案

内いたします。 

ご理解とご協力を賜りますよ

う、よろしくお願いいたしま

す。 

 

学校評価アンケートのお願い 

 本校では、子どもたちのよ

りよい学びのために、毎年

「学校評価アンケート」を実

施しています。また、日頃か

ら届けていただくお声も学校

づくりに生かしています。 

対象は３年生以上の児童

と、全世帯の保護者の皆様で

す。12月１日付け配付文書を

ご確認のうえ、12月１日

（月）〜12日（金）までにご

回答をお願いいたします。 

 

12月個人面談 
12月の個人面談では、学校での

友だちとの関わり、学習の様子、

生活面での成長などをお伝えしま

す。ご家庭で気になることやご心

配な点がありましたら、どうぞ遠

慮なくご相談ください。お子さん

の成長について共有し、これから

の姿を一緒に考える時間にしたい

と思います。 

なお、２学期の「あゆみ」の

『学校の様子』は、面談などでお

伝えするため、記述はありませ

ん。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 吾妻山公園へ遠足に行きました 

10月 30日（木）秋晴れの気持ちのよい一日、 

２年生は、吾妻山公園へ遠足に出かけました。学

校から歩いて駅まで向かい、電車に乗っての移動

です。長い距離を歩いて疲れてしまわないか、少

し心配もありましたが、子どもたちは最後まで力

を出し切り、よく頑張りました。 

 公園では、虫を捕まえたり、広場で鬼ごっこを

したり、長いローラー滑り台を何度も滑ったり

と、思いきり体を動かして楽しむ姿がたくさん見

られました。公園からは、富士山と海がとてもき

れいに見え、子どもたちからも「わあ、きれ

い！」という声があがっていました。 

 今回の遠足では、電車に乗って公共の交通機関

を使うことも大切な学びの一つでした。「自分はど

こで降りるのか」という目的を意識しながら、友

達の動きにも気を配って行動すること。社会の一

員としてのマナーを、実際 

の体験を通して身につけて 

いく機会になりました。 

 

 

 

 

  

5年生 JFEスチール東日本製鉄所を 

見学しました 
11月５日（木）、５年生は社会科の学習の一環と

して、川崎市にある JFEスチール東日本製鉄所を見

学しました。ここでは鉄をつくり、鋼板などに加工

して出荷しています。 

まず、工場の概要説明を聞 

いたあと、見学へ向かいまし 

た。そこでは、大量の水をか 

けながら機械の中を通して鋼 

板を延ばしていく工程を見学 

しました。鋼板が機械を通るたびにだんだんと延ば

されていく様子を間近で見て、子どもたちは驚いて

いました。また、機械が発する大音響の中で、働く

人と機械が協力しながら作業を進めていく様子を見

ることができました。さらに、表面処理をされた鋼

板が、西日本や海外へ船で出帆 

しやすいように運ばれる仕組み 

も教えていただき、鉄が私たち 

の生活の近くまで届く流れを理 

解することができました。 

５年生は、２学期の社会科の学習で日本の工業生

産について学んできました。今回の見学はその一環

として、「身近な製品のもとになる鉄がどのように

つくられ、どのように出荷されていくのか」を直接

見る貴重な体験となりました。日本の鉄の生産量は

2024年の統計で世界第３位です。量だけでなく、高

い技術による“質の良い鉄”をつくる国として世界

から信頼されています。今回の見学を通して、教科

書で学習した内容がより深く結びついたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新江ノ島水族館へ遠足に行きました 
 11月５日（水）、1年生は、片瀬にある新江ノ

島水族館へ遠足に行きました。学校から歩いて JR

に乗り、一駅進んだあと、さらに私鉄に乗り換え

て片瀬江ノ島駅へ向かいます。初めての長い移動

でしたが、電車の中でも静かに過ごしたり、乗り

換えも落ち着いて行えたりと、子どもたちはとて

もよく頑張りました。 

 午前中は、クラスごとに先生の引 

率で館内を回り、さまざまな海の生 

き物を見学しました。イルカショー 

も全員で見学し、イルカが大きくジ 

ャンプするたびに「わあ！」と歓声 

があがりました。 

午後は、グループごとに自分たちで行きたい場

所を相談しながら、さらに見てみたい生き物をじ

っくりと見て回りました。家族で訪れるときとは

違い、友達と「次はどこ行く？」「もう一回これ

を見たい！」と話し合いながら行動することで、

時間の使い方を考えたり、友達のことを気にかけ

ながら動いたりする姿が見られました。 

この日も天気が良 

く、外に出ると相模 

湾の海がキラキラと 

光り、楽しい遠足を 

いっそう盛り上げて 

くれました。 

 

 

 

 

 

市立小学校・特別支援学校 音楽会に参加しました 
 11月 13日（木）、本校の６年４組が、市立小学校・

特別支援学校音楽会に参加しました。演目は、葉加瀬

太郎さん作曲の「情熱大陸」。全員で息を合わせてつ

くり上げる迫力ある合奏に挑戦しました。 

練習は音楽の授業時間だけではありません。昼休み

に自分から音楽室へ向かい、友達と教えあったり、音

楽の先生や担任の先生と一緒に細かな部分を確かめた

りしながら、一人ひとりが力を尽くして取り組んでき

ました。 

11月 11日（火）に行われた音楽朝会では、その成

果を全校の前で披露しました。緊張しながらも、一つ

ひとつの音に心を込めて演奏する姿が印象的でした。 

そして本番の音楽会では、さらに音が美しく重なり

合い、それぞれのパートが何層にも響き合って一つの 

大きな音楽になっていく様 

子が感じられました。子ど 

もたちのつくり出すハーモ 

ニーは、会場全体に広がり、 

聴く人を惹きつける素晴ら 

しい演奏となりました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

4年生 と へ行ってきました 
 11月 14日（金）、４年生は、宮ヶ瀬ダムとあいかわ公園

へ遠足に出かけました。宮ヶ瀬ダムでは、放流の大きな迫

力に子どもたちから「すごい！」「大きい！」という声が

あがり、水の力やダムがもつ役割について実感を伴って学

ぶことができました。あいかわ公園では、様々な遊具や広

場で友達と一緒に遊び、秋の自然の中で楽しい時間を過ご

しました。 

４年生は社会科で、県の仕事や公共の施設について学習

しています。ダムは、水をためるだけでなく、洪水を防ぐ

治水の役割、私たちの暮らしに必要な水を届ける利水の役

割、電気をつくる発電の役割をもつ大切な施設です。今回

の見学では、教科書で学んだことが実際の風景とつなが

り、「社会のしくみが自分たちの生活を支えている」とい

うことを、子どもたちが感じることができ 

たようです。 

自然に親しみながら 

社会とのつながりを 

学び友達との関わり 

も深めることができ 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11月 21日（金）、地域のお話ボランティ

ア「とんぼ玉さん」をお迎えし、４年生と

５年生が読み聞かせの時間をもちました。

絵本の世界に浸るだけでなく、言葉だけで

物語を伝える“素話”もしていただき、子

どもたちは静かに耳を傾けながら、豊かな

物語の世界を味わっていました。 

 ４年生では、『ふしぎなナイフ』『メアリ

ー・スミス』『お月さま いつもありがと

う』など、表現のおもしろさや自然へのま

なざしが広がる作品を読んでいただきまし

た。また、素話では『王子さまの耳は、ロ

バの耳』の世界の民話が語られ、子どもた

ちは物語の展開にぐっと引き込まれていま

した。 

 ５年生では、『よかったね ネッドくん』

『天の火をぬすんだウサギ』などの絵本が

紹介されました。ユーモアのあるお話や、

想像力がかき立てられる創作物語に、子ど

もたちの表情も生き生きとしていました。 

読み聞かせは、子どもたちが「言葉を聞

く力」を育てるだけでなく、心の中に静か

な余韻が残る体験でもあります。物語を通

して想像したり感じたりする時間は、学年

が進んでも大切です。とんぼ玉さん、素敵

な時間をありがとうございました。 

 今年度も、多くの保護者の皆様、PTAの皆様、地域の皆様から、八松小の子どもたちのために温かいご支援

とご協力をいただきました。心より感謝いたします。今後もどうぞ、子どもたちの成長を一緒に見守り、支え

ていただければ幸いです。 

■保護者の皆様 

〇５・６年生家庭科 針とミシンボランティア  

〇１年生 交通安全教室  〇２年生 町たんけん・春の遠足の付き添い／サツマイモ畑の耕し 

 日々の活動を支えていただき、子どもたちの「やってみたい！できた！」という気持ちが育っています。 

■PTAの皆様 

各委員会の活動、校内外のボランティア活動など、年間を通して力をお貸しいただきました。行事の運営や

環境整備に至るまで、安心して過ごせる環境づくりに様々な形で関わっていただいています。 

■チーム八松の皆様（PTAとは別の保護者ボランティア） 

運動会では、校地内のパトロールや見守り、片付けまで力強くサポートしてくださいました。安全面の大き

な支えとなり子どもたちものびのびと挑むことができました。３学期には学校の側溝清掃をお願いします。 

■地域の皆様 

〇プールの水質管理  〇リソースルームのお手伝い  〇読み聞かせボランティア 

子どもたちの学びや安心できる居場所づくりを支えていただいています。 

■地域の方々による新たな学びの機会も予定しています。 

４年生：地域の歴史学習の出張講座 

 郷土の歴史に詳しい地域の方から直接お話を伺います。 

３年生：学区内の神社やお寺などを巡る歴史ウォークラリー 

 地域の方が由緒や歴史を分かりやすく説明してくださいます。 

２年生：北町町内会の山車を見学させていただき、地域の方にお話を伺います。 

子どもたちが暮らす地域への理解と愛着を深める貴重な学びの時間になります。 

 

 

藤沢市学校保健大会オンデマンド配信のお知らせ 
 11月の学校だよりでご紹介した「藤沢市学校保健大会オ

ンデマンド配信」について、視聴用の二次元コードと URL

の準備が整いました。【配信期間】２０２５（令和７）年１１月１７

日（月）～２０２６（令和８）年１月１９日（月） 

次のＵＲＬまたは二次元コードからご視聴 

ください。https://youtu.be/4mFH7NwoYoc 

 

https://youtu.be/4mFH7NwoYoc

